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2023年12月期通期連結決算状況及び2024年12月期連結業績予想について 

 
 

日本マクドナルドホールディングス株式会社の2023年12月期（2023年１月１日～2023年12月31日）

の通期連結業績について以下の通りご報告致します｡ 

 

ハイライト  

⚫ 2023年 12月期の全店売上高は 7,777億円と過去最高となった。既存店売上高は33四半期連

続でプラスを継続。 

⚫ 昨年からの原材料費高騰の影響が緩和されてきているなか、売上が伸びたこと、各種コスト管

理により、営業利益、経常利益、当期純利益も過去最高を計上。 

⚫ 2022年に公表した中期経営計画３か年の数値目標を、２年目で達成。 

⚫ 中期経営計画の戦略を継続し、2024年12月期も増収増益を予想。 

 

1. 2023年12月期通期連結決算状況 

（単位：百万円） 

 2023年通期 

実績 前年実績 前年比 前年比(%) 

全店売上高* 777,752 717,589 +60,163 +8.4% 

売上高 381,989 352,300 +29,688 +8.4% 

営業利益 40,877 33,807 +7,069 +20.9% 

経常利益 40,734 32,813 +7,921 +24.1% 

親会社株主に帰属する当期純利益 25,163 19,937 +5,225 +26.2% 

*全店売上高：直営店舗とフランチャイズ店舗の合計売上高 

 

 2023年通期 

前年比(%) 

既存店売上高 +7.0% 

既存店客数 -1.5% 

既存店客単価 +8.5% 

 

2023年12月期は、中期経営計画に基づくマーケティング活動や店舗・人材への投資の成果により、

全店売上高が7,777億円（前期比＋8.4%）となりました。コスト面では、2022年の後半から原材料費

や物流費等の上昇が顕著となるなか、当第３四半期以降はこれら影響が緩和されてきています。そのな

かで売上高が伸びたことや各種コスト管理により、営業利益は408億円（前期比＋20.9%）、経常利益
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は407億円（前期比＋24.1%）、親会社株主に帰属する当期純利益は251億円（前期比＋26.2%）とな

りました。 

なお、これらは、過去最高の売上高、利益となり、2022年に公表した中期経営計画３か年の数値目標

を、２年目の2023年12月期に達成できました。 

 

2. 2024年12月期 連結業績予想 

 

2024年12月期はQSCの向上や、利便性の高いサービスの提供により、お客様満足度を向上するとと

もに、中期経営計画の「成長に向けた３本の柱」の各取り組みを継続的に推進することにより、更なる

成長を目指します。全店売上高は8,260億円、売上高は4,060億円、営業利益は455億円、経常利益

は445億円、親会社株主に帰属する当期純利益は270億円と、いずれも過去最高を計上した2023年

12月期の業績を上回る見込みです。 

 

（単位：百万円）      

 2024年通期 

業績予想 対前年比 

全店売上高 826,000 +6.2% 

売上高 406,000 +6.3% 

営業利益 45,500 +11.3% 

経常利益 44,500 +9.2% 

親会社株主に帰属する当期純利益 27,000 +7.3% 

（注）上記の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後の様々な要因により 

上記の予想数値と異なる可能性があります。 

 

（ご参考）中期経営計画：成長に向けた3本の柱 

⚫ ブランド：マクドナルドのパーパスに基づき社会的責任を果たす 

⚫ メニュー・バリュー：より幅広いお客様・食事シーンに向けたメニューを提案する 

⚫ 店舗・デジタル・ピープル：「デジタルとピープルの融合」をさらに進化させ、お客様の

期待の一歩先を行く店舗体験を創造するための投資を加速する 

 
以上 

 

※この資料は兜倶楽部、東京商工会議所記者クラブ、外食産業記者会に配布しております。 


